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学
園
創
立
百
四
周
年
を
祝
う

　

名
古
屋
電
気
学
園
の
創
立
百
四
周
年
記
念
式
典
が
十
一
月
八
日
、
若

水
キ
ャ
ン
パ
ス
淳
和
記
念
館
三
階
記
念
ホ
ー
ル
で
、
学
園
関
係
者
、
来

賓
合
わ
せ
て
百
五
十
人
が
出
席
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

朝
晩
の
冷
え
込
み
が
日
に
日
に
厳
し
く
、
冬
の
到
来
も
も
う
間
近
と

な
っ
て
い
ま
す
。
十
一
月
十
三
日
が
名
古
屋
電
気
学
園
の
創
立
記
念
日

で
す
。
大
正
元
年
（
一
九
一
二
年
）、
名
古
屋
電
気
学
講
習
所
と
し
て

ス
タ
ー
ト
を
切
り
、
大
正
、
昭
和
、
そ
し
て
平
成
と
、
学
校
に
と
っ
て

厳
し
い
時
代
、
ま
た
大
き
く
発
展
し
た
時
代
を
経
て
、
現
在
の
愛
知
工

業
大
学
を
中
心
と
し
た
高
校
、
中
学
、
専
門
学
校
一
体
と
な
っ
て
大
き

く
発
展
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
本
日
、
永
年
勤
続
表
彰
を
受
け
ら
れ
る

方
々
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
対
応
し
て
学
園
設
置
校
の
た
め
に
大
い

に
力
を
発
揮
さ
れ
、
そ
の
集
大
成
が
現
在
の
姿
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
、
私
学
は
こ
れ
ま
で
に
な
く
厳
し
い
状
況
に
取
り
巻
か
れ
て
い
ま

す
。
一
番
の
原
因
は
少
子
化
に
あ
り
ま
す
。
大
学
で
は
二
〇
一
八
年
問

題
が
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
す
で
に
中
学
校
、
高
校
で
は
そ
の
影
響
が

表
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
中
、
時
代
を
い
か
に
乗
り
越
え
、
学
園
を
ま
す
ま
す
充

実
・
発
展
さ
せ
て
い
け
ば
い
い
か
。
そ
れ
に
は
や
は
り
、
こ
れ
ま
で
培

っ
て
き
た
「
も
の
づ
く
り
を
通
し
て
の
人
づ
く
り
」
を
中
心
に
置
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
本
学
は
電
気
学
講
習
所
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、

技
術
者
の
養
成
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
貫
い
て
き

た
「
も
の
づ
く
り
を
通
し
て
の
人
づ
く
り
」
と
い
う
精
神
を
、
さ
ら
に

発
展
・
充
実
さ
せ
て
継
続
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
大
学
を
中
心
に
、
専
門
学
校
、
高
校
の
専
門
学
科
と
、
も
の

づ
く
り
を
中
心
と
し
た
教
育
で
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
で
な

く
中
学
と
高
校
の
普
通
科
で
も
、
同
じ
精
神
の
下
、
も
の
づ
く
り
、
自

然
科
学
に
興
味
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
が
名
古
屋
電
気
学
園
の
使
命
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

皆
様
方
に
は
、
一
致
団
結
し
て
一
つ
の
方
向
に
力
を
合
わ
せ
、
厳
し

い
時
代
を
乗
り
越
え
て
い
く
こ
と
を
、
ぜ
ひ
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

本
日
は
永
年
勤
続
の
方
々
に
あ
ら
た
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
こ
れ
か
ら
も
学
園
に
対
す
る
ご
尽
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
て
式

典
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
も
の
づ
く
り
を
通
し
て
の
人
づ
く
り
」
を

後
藤
泰
之
理
事
長
の
式
辞

　

高
校
吹
奏
楽
部
の
伴
奏
で
国
歌
斉
唱

の
後
、
後
藤
泰
之
理
事
長
が
「
学
園
が

培
っ
て
き
た
『
も
の
づ
く
り
を
通
し
て

の
人
づ
く
り
の
精
神
』
で
、
さ
ら
に
発
展

を
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
」
と
式
辞
を
述

べ
、
四
十
五
年
、
三
十
五
年
、
二
十
五
年
、

十
五
年
の
永
年
勤
続
者
合
わ
せ
て
十
九
人

を
表
彰
し
ま
し
た
。
受
賞
者
を
代
表
し
、

大
学
工
学
部
機
械
学
科
の
渡
辺
修
教
授
が

「
学
園
が
飛
躍
的
な
発
展
を
遂
げ
た
時
代
、

教
育
、
研
究
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
こ
の
上
な
い
幸
せ
で
し
た
」
と
謝
辞

を
述
べ
ま
し
た
＝
２
面
に
謝
辞
ほ
か
。

永年勤続表彰を受け、 後藤理事長を囲んで記念撮影する皆さん

式辞を述べる後藤泰之理事長

   

永
年
勤
続
者

十
九
人
を
表
彰世

界
ジ
ュ
ニ
ア
卓
球
で
松
山
、
木
造
選
手
が
金
メ
ダ
ル
＝
５
面
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た
だ
今
、
永
年
勤
続
表
彰
を

い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
一
同
を
代
表

し
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
四
十
五
年
勤
続
の
節
目
を

迎
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ

ま
で
他
人
事
か
と
思
っ
て
お
り

ま
し
た
が
、
過
ぎ
て
み
れ
ば

あ
っ
と
い
う
間
、
時
間
の
た
つ

早
さ
を
実
感
い
た
し
て
お
り
ま

す
。

　

私
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
四
十
五
年
よ
り
先
の
五
年
、

五
十
年
前
の
昭
和
四
十
一
年
の

秋
、
大
学
が
若
水
の
キ
ャ
ン
パ

ス
か
ら
八
草
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移

転
を
始
め
ま
し
た
。
そ
の
際
、

一
年
生
だ
け
が
移
転
し
た
の
で

す
が
、
そ
の
一
員
が
私
で
ご
ざ

い
ま
し
た
。
そ
の
当
時
の
建
物

渡
辺
修
教
授
の
謝
辞

〔
勤
続
四
十
五
年
〕
三
人

大
学
工
学
部
機
械
学
科
教
授　
　
　

渡
辺　
　

修

大
学
工
学
部
土
木
工
学
科
教
授　
　

奥
村　

哲
夫

大
学
工
学
部
建
築
学
科
教
授　
　
　

松
本
壮
一
郎

〔
勤
続
三
十
五
年
〕
一
人

高
校
教
諭　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

倉
野　

光
生

〔
勤
続
二
十
五
年
〕
四
人

高
校
教
諭　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

板
倉　

将
昭

高
校
教
諭　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
浦　

禎
人

事
務
局
秘
書
室
室
長　
　
　
　
　
　

山
田　

行
政

若
水
事
務
部
係
長　
　
　
　
　
　
　

竹
内　

美
佳

〔
勤
続
十
五
年
〕
十
一
人

大
学
工
学
部
電
気
学
科
教
授　
　
　

江
口　

一
彦

大
学
工
学
部
電
気
学
科
教
授　
　
　

小
西
た
つ
美

高
校
教
諭　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
島　
　

勉

高
校
教
諭　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
野　

道
広

高
校
教
諭　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎
俊
一
郎

専
門
学
校
教
授　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

秀
則

事
務
局
総
務
部
人
事
課
課
長
補
佐　

前
田　
　

賢

事
務
局
管
理
部
調
達
課
主
査　
　
　

後
藤　

珠
水

大
学
教
学
セ
ン
タ
ー
教
務
課
係
長　

栗
山　

里
夏

大
学
図
書
課
係
長　
　
　
　
　
　
　

篠
原　

幸
男

大
学
経
営
学
部
事
務
室
係
長　
　
　

髙
木
美
也
子

永
年
勤
続
表
彰
の
皆
さ
ん

　

創
立
記
念
式
典
に
続
い
て
、
会
場
を
覚
王

山
日
泰
寺
に
移
し
て
学
園
の
物
故
者
法
要
が

し
め
や
か
に
営
ま
れ
ま
し
た
。
今
年
度
に
亡

く
な
ら
れ
た
十
三
人
の
方
々
を
含
む
物
故
者

の
ご
遺
族
が
招
か
れ
た
ほ
か
、
祭
主
の
後
藤

泰
之
理
事
長
を
は
じ
め
学
園
関
係
者
や
学

生
・
生
徒
を
合
わ
せ
て
三
百
二
十
人
が
参
列

し
ま
し
た
。

　

読
経
が
流
れ
る
中
、
後
藤
理
事
長
を
先
頭

に
焼
香
の
列
が
続
き
、
物
故
者
の
冥
福
を
祈

り
ま
し
た
。
最
後
に
後
藤
理
事
長
が
「
先
人

の
方
々
の
ご
努
力
を
無
に
す
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
教
職
員
一
同
、
力
を
合

わ
せ
て
学
園
を
発
展
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
」

と
祭
主
挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。

物
故
者
し
の
び
二
十
八
年
度
法
要

は
、
旧
の
一
号
館
と
、
学
生
寮

の
二
棟
の
み
で
ご
ざ
い
ま
し

た
。
道
も
ま
だ
舗
装
さ
れ
て
お

ら
ず
、
雨
の
日
な
ど
は
大
変
で

ご
ざ
い
ま
し
た
。
体
育
の
授
業

で
は
運
動
場
の
端
に
一
列
に
並

び
、
小
石
を
拾
い
な
が
ら
、
端

か
ら
端
ま
で
歩
い
た
と
い
う
こ

と
を
、よ
く
覚
え
て
お
り
ま
す
。

　

以
来
五
十
年
、
大
学
は
そ
の

施
設
、
陣
容
と
も
飛
躍
的
な
発

展
を
遂
げ
ま
し
た
。ま
た
高
校
、

中
学
、
専
門
学
校
も
し
か
り
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
を

学
園
の
一
員
と
し
て
、
学
生
の

教
育
、
研
究
に
携
わ
る
こ
と
が

で
き
た
の
は
、
こ
の
上
な
い
幸

せ
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

に
で
き
た
の
も
、
総
長
先
生
、

理
事
長
先
生
を
は
じ
め
、
学
園

の
皆
様
方
の
お
か
げ
と
心
か
ら

感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
思
い
は
、
き
ょ
う
表

彰
を
い
た
だ
き
ま
し
た
私
た
ち

一
同
、
そ
の
職
や
職
場
、
ま
た

年
数
に
よ
っ
て
経
験
し
た
こ
と

は
異
な
り
ま
す
が
、
み
な
同
じ

よ
う
に
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
こ
の
気
持
ち
を
持
ち

ま
し
て
、
学
園
の
一
層
の
発
展

に
尽
く
す
よ
う
努
め
て
ま
い
り

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
本

日
は
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

「
発
展
の
時
代
を
生
き
た
」

先頭に立ち焼香に向かう
後藤泰之理事長焼香するご遺族の皆さん

テ
ク
ノ
フ
ェ
ア
２
０
１
６
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テ
ク
ノ
フ
ェ
ア
２
０
１
６

本
学
が
持
つ
研
究
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
を
一
堂
に
集
め
て
公
開
す

る
「
愛
工
大
テ
ク
ノ
フ
ェ
ア

２
０
１
６
」が
十
一
月
十
八
日
、

八
草
キ
ャ
ン
パ
ス
一
号
館
を
会

場
に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

テ
ク
ノ
フ
ェ
ア
は
産
業
界
・

地
域
社
会
と
の
交
流
と
産
学
官

連
携
研
究
の
推
進
を
目
的
に
、

初
回
の
二
〇
一
二
年
（
名
古
屋

電
気
学
園
百
周
年
）
か
ら
隔
年

で
開
催
を
続
け
て
い
ま
す
。
三

回
目
と
な
っ
た
今
年
も
、
総
合

技
術
研
究
所
・
三
研
究
セ
ン
タ

ー
、
大
学
院
二
研
究
科
、
大
学

三
学
部
七
学
科
十
四
専
攻
で
取

り
組
ん
で
い
る
研
究
か
ら
生
ま

れ
た
技
術
シ
ー
ズ
を
ブ
ー
ス
展

示
し
、
講
演
会
の
ほ
か
に
ロ
ボ

ッ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
見
学
会

も
行
い
ま
し
た
。

講
演
会
は
、
一
号
館
三
階
メ

デ
ィ
ア
視
聴
覚
室
で
二
つ
の
特

別
講
演
が
あ
り
、
ま
ず
本
学
Ｏ

Ｂ
の
松
本
洋
・
豊
田
自
動
織
機

常
務
役
員
が
「
モ
ー
タ
ー
ス
ポ

ー
ツ
の
夢
」
と
題
し
て
講
演
し

ま
し
た
。
エ
ン
ジ
ン
開
発
な
ど

の
傍
ら
自
動
車
競
技
に
携
わ

り
、
二
〇
一
〇
年
に
Ｆ
Ｉ
Ａ
フ

ォ
ー
ミ
ュ
ラ
ワ
ン
日
本
グ
ラ
ン

プ
リ
競
技
長
に
就
任
し
て
い
る

松
本
氏
は
、
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー

ツ
の
魅
力
を
「
楽
し
む
」「
極

め
る
」「
支
え
る
」
の
三
つ
の

観
点
か
ら
解
説
し
、
ト
ヨ
タ
グ

ル
ー
プ
創
始
者
・
豊
田
佐
吉
翁

ら
先
人
の
言
葉
も
紹
介
し
て
夢

を
追
う
大
切
さ
に
つ
い
て
語
り

ま
し
た
。

続
い
て
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
で

長
年
エ
ン
ジ
ン
の
設
計
開
発
に

携
わ
っ
た
本
学
機
械
学
科
の
藤

村
俊
夫
教
授
が
「
自
動
車
の
未

来
―
エ
ン
ジ
ン
技
術
／
自
動
運

転
技
術
の
将
来
は
？
」と
題
し
、

環
境
問
題
を
背
景
と
す
る
次
世

代
自
動
車
の
技
術
革
新
や
、
イ

ン
フ
ラ
と
協
調
し
て
進
化
す
る

自
動
運
転
の
将
来
に
つ
い
て
解

説
し
ま
し
た
。「
自
動
車
は
Ｉ

Ｔ
、
Ｉ
Ｔ
Ｓ
、
Ａ
Ｉ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ

と
リ
ン
ク
し
な
が
ら
新
た
な
進

化
を
遂
げ
る
」
と
述
べ
る
一
方

で
、
走
る
楽
し
さ
の
追
求
は
こ

れ
か
ら
も
変
わ
ら
な
い
と
結
び

ま
し
た
。

三
〇
三
室
で
は
工
学
部
、
情

報
科
学
部
の
教
授
ら
五
人
が
技

術
シ
ー
ズ
の
話
題
を
提
供
す
る

講
演
が
あ
り
、
鳥
井
昭
宏
電
気

学
科
教
授
が
「
フ
レ
キ
シ
ブ
ル

マ
イ
ク
ロ
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
の

た
め
の
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
」、

手
嶋
紀
雄
応
用
化
学
科
教
授

が
「
流
れ
分
析
法
に
よ
る
溶
液

ハ
ン
ド
リ
ン
グ
の
自
動
化
と
環

境
・
臨
床
分
析
へ
の
応
用
」、

呉
承
寧
土
木
工
学
科
教
授
が

「
産
業
副
産
物
の
フ
ェ
ロ
ニ
ッ

ケ
ル
ス
ラ
グ
骨
材
を
用
い
た
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
特
性
」、
鈴
木

敏
志
建
築
学
科
講
師
が
「
免
震

構
造
を
対
象
と
し
た
構
造
安
全

性
へ
の
取
組
み
」、
北
坂
孝
幸

情
報
科
学
科
准
教
授
が
「
開
腹

手
術
映
像
の
知
的
ア
ー
カ
イ
ブ

シ
ス
テ
ム
の
開
発
」
と
題
し
て

順
次
講
演
。
企
業
関
係
者
ら
が

熱
心
に
聴
き
入
り
ま
し
た
。

特別講演を行う藤村俊夫教授

後藤理事長から保護者
に手渡された奨学金

　

学
園
が
制
定
す
る
「
後
藤

す
ゞ
子
先
生
奨
学
金
」
が
十
月

十
八
日
、
工
学
部
の
学
生
に
交

付
さ
れ
ま
し
た
。
奨
学
金
は
元

学
園
長
の
後
藤
す
ゞ
子
先
生
の

遺
志
に
基
づ
い
て
設
け
ら
れ
、

親
の
死
去
な
ど
思
い
が
け
な
い

理
由
で
学
資
の
負
担
が
難
し
く

な
っ
た
設
置
校
の
学
生
、
生
徒

が
学
業
を
継
続
で
き
る
よ
う
支

援
す
る
も
の
で
す
。
交
付
は
八

草
キ
ャ
ン
パ
ス
本
部
棟
で
行
わ

れ
、
学
園
、
大
学
の
幹
部
が
立

ち
会
い
ま
し
た
。
後
藤
泰
之
理

事
長
が
奨
学
金
の
趣
旨
を
説
明

し
て
保
護
者
に
手
渡
し
、
学
生

に
「
卒
業
ま
で
し
っ
か
り
勉
学

に
励
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
励
ま

し
の
言
葉
を
か
け
ま
し
た
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
開
拓
拠
点

　

本
学
が
昨
年
度
か
ら
立
ち
上

げ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
グ
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
た
め
の
複
合

電
力
技
術
開
拓
（
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
技
術
開
拓
拠
点
）」
の
研

究
成
果
を
院
生
た
ち
が
報
告
す

る
若
手
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
十
一

月
二
十
五
日
、
八
草
キ
ャ
ン
パ

ス
一
号
館
メ
デ
ィ
ア
視
聴
覚
室

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

総
合
技
術
研
究
所
の
澤
木
宣

彦
所
長
の
挨
拶
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
リ
ー
ダ
ー
の
雪
田
和
人
・
工

学
部
電
気
学
科
教
授
に
よ
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要
説
明
に
続

き
、
招
待
講
演
と
し
て
、
中
部

電
力
技
術
開
発
本
部
電
力
技
術

研
究
所
の
堀
出
昭
彦
所
長
が

「
電
力
系
統
に
お
け
る
蓄
電
設

備
の
役
割
と
今
後
の
展
望
」
と

題
し
て
話
を
し
ま
し
た
。

　

堀
出
所
長
は
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大
に
必
要

不
可
欠
な
蓄
電
技
術
の
さ
ま
ざ

ま
な
適
用
例
な
ど
を
説
明
し
、

聴
講
者
と
活
発
に
質
疑
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

若
手
の
発
表
で
は
電
気
電
子

工
学
、
材
料
化
学
、
電
気
・
材

料
工
学
各
専
攻
の
院
生
た
ち

十
四
人
が
、
シ
ス
テ
ム
面
と
材

料
デ
バ
イ
ス
面
の
双
方
か
ら
取

り
組
ん
で
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

有
効
活
用
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
デ
バ

イ
ス
開
発
の
成
果
に
つ
い
て
、

実
験
内
容
を
基
に
熱
心
に
報
告

し
ま
し
た
。

後
藤
す
ゞ
子
先
生
奨
学
金
交
付

若
手
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
発
表

研究成果を発表する院生
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◆
秋
の
叙
勲
が
十
一
月
三
日
に
発
表
さ
れ
、
学
園
事
務
局
管
理
部
長
な
ど
を
務
め
た
松
原
暁
美
・
県
卓
球
協
会
副
会
長
兼
理
事
長
が
ス
ポ
ー
ツ

振
興
功
労
で
旭
日
双
光
章
を
受
章
し
ま
し
た
。
同
日
付
の
中
日
新
聞
市
民
版
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
を
同
社
の
許
諾
を
得
て
転
載
し
ま
す
。

　

中
国
の
東
南
大
学
か
ら
易

紅
・
校
務
委
員
会
主
任
を
団
長

と
す
る
教
員
ら
六
人
の
訪
日
代

表
団
が
十
月
二
十
日
、
八
草
キ

ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ
ま
し
た
。

後
藤
泰
之
学
長
が
本
部
棟
で

出
迎
え
、
山
田
英
介
副
学
長
も

同
席
し
て
歓
迎
の
懇
談
が
あ
り

ま
し
た
。
後
藤
学
長
が
「
今
後

も
両
校
の
学
生
を
第
一
に
置
い

た
交
流
計
画
を
念
頭
に
、
友
好

を
深
め
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶

し
、
易
主
任
も
「
三
十
六
年
の

歳
月
の
中
で
培
っ
た
成
果
の
上

に
、
さ
ら
に
協
力
関
係
を
築
い

て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
応
え
ま

し
た
。
懇
談
の
中
で
、
共
同
学

位
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
言
葉
の
壁
を

超
え
て
効
果
的
に
推
進
す
る
た

め
の
方
策
や
、
東
南
大
学
が
経

営
す
る
成
賢
学
院
（
大
学
）
か

ら
愛
工
大
へ
の
留
学
生
受
け
入

れ
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

後
藤
学
長
は
「
と
に
か
く
や
っ

て
み
て
、
そ
こ
か
ら
明
ら
か
に

な
っ
た
問
題
点
を
解
決
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
掛
け
ま

し
た
。

　

こ
の
後
、
二
人
の
教
授
が
電

気
、機
械
の
特
別
講
義
を
行
い
、

易
主
任
ら
は
新
二
号
館
の
ロ

ボ
ッ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
な
ど
を

見
学
し
ま
し
た
。
一
行
は
十
八

日
に
来
日
し
、
本
学
の
ほ
か
東

京
や
神
戸
、
大
阪
な
ど
に
も
足

を
延
ば
し
て
二
十
二
日
に
帰
国

し
ま
し
た
。

　

第
四
代
の
中
国
駐
名
古
屋
総

領
事
と
し
て
着
任
し
た
鄧
偉
総

領
事
が
十
月
十
八
日
、
愛
知
県

日
中
友
好
協
会
の
後
藤
淳
会
長

（
名
古
屋
電
気
学
園
総
長
）
を

八
草
キ
ャ
ン
パ
ス
本
部
棟
に
訪

ね
ま
し
た
。

　

鄧
総
領
事
と
後
藤
会
長
は
、

初
代
学
園
理
事
長
の
故
後
藤
鉀

二
先
生
が
尽
力
し
た
ピ
ン
ポ
ン

外
交
や
、
愛
工
大
と
中
国
・
東

南
大
と
の
三
十
六
年
に
な
る
姉

妹
校
提
携
な
ど
の
歴
史
を
振
り

返
り
な
が
ら
、和
や
か
に
歓
談
。

後
藤
会
長
が
「
歴
史
は
順
番
に

変
わ
っ
て
い
き
ま
す
が
、
お
付

き
合
い
は
変
わ
り
ま
せ
ん
ね
」

と
語
り
か
け
る
と
、
鄧
総
領
事

は
「
後
藤
先
生
た
ち
が
頑
張
っ

て
こ
ら
れ
た
日
中
友
好
の
伝
統

を
若
い
世
代
で
引
き
継
ぎ
、
さ

ら
に
良
い
時
代
を
迎
え
ら
れ
る

よ
う
に
」
と
笑
顔
で
答
え
て
い

ま
し
た
。

　

鄧
総
領
事
は
駐
日
大
使
館
勤

務
や
駐
大
阪
副
総
領
事
な
ど
を

経
て
二
〇
一
四
年
十
一
月
か
ら

駐
長
崎
総
領
事
を
務
め
、
十
月

十
六
日
に
駐
名
古
屋
総
領
事
に

着
任
し
ま
し
た
。　

東
南
大
か
ら
代
表
団
　「
さ
ら
な
る
友
好
を
」　

新
総
領
事
が
就
任
の
挨
拶

　

本
学
教
職
課
程
の
学
部
生
と

院
生
、
今
春
卒
業
生
の
計
四
人

が
今
年
度
の
公
・
私
立
高
校
教

員
採
用
試
験
に
合
格
し
ま
し

た
。
今
春
卒
業
生
の
二
人
は
工

業
高
校
教
員
と
し
て
本
学
か
ら

待
望
の
女
子
合
格
者
で
す
。
合

格
者
は
三
重
県
私
立
高
校
教
員

（
情
報
）
に
情
報
科
学
科
四
年

の
丹
羽
巧
さ
ん
、
愛
知
県
私
立

高
校
教
員
（
電
気
）
と
岐
阜
県

立
高
校
教
員
（
同
）
に
大
学
院

工
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程
二

年
の
水
嶋
大
輔
さ
ん
、
愛
知
県

立
高
校
教
員
（
機
械
）
に
機
械

学
科
卒
業
の
城
旗
優
さ
ん
、
岐

阜
県
立
高
校
教
員（
デ
ザ
イ
ン
）

に
建
築
学
科
卒
業
の
直
井
美
の

里
さ
ん
。
城
旗
さ
ん
と
直
井
さ

ん
は
工
業
高
校
講
師
と
し
て
新

た
な
生
活
を
始
め
て
い
ま
す
。

女
子
ら
教
員
採
用
試
験
に
合
格

後藤泰之学長らと訪日代表団の皆さん

後藤会長に就任の挨拶をする鄧偉総領事

名
電
高
の
松
山
、
木
造
選
手
が
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
卓
球
で
団
体
Ｖ

松
山
選
手
は
混
合
ダ
ブ
ル
ス
も
銀
メ
ダ
ル
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大
学
総
合
技
術
研
究
所
は
文

部
科
学
省
の
補
助
に
採
択
さ
れ

た
「
多
元
ナ
ノ
構
造
解
析
シ
ス

テ
ム
」（
透
過
型
電
子
顕
微
鏡
）

を
設
置
、
使
用
環
境
が
整
っ
た

の
を
踏
ま
え
て
十
月
十
三
日
に

見
学
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

シ
ス
テ
ム
は
、
材
料
科
学

多
元
ナ
ノ
構
造
解
析
シ
ス
テ
ム

　

高
校
吹
奏
楽
部
は
十
一
月

二
十
日
に
大
阪
市
の
大
阪
城
ホ

ー
ル
で
開
か
れ
た
第
二
十
九
回

全
日
本
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ
ス

ト
に
出
場
し
、
五
年
ぶ
り
七
回

目
の
金
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

十
月
十
五
日
に
長
野
市
で
開

か
れ
た
第
三
十
回
東
海
マ
ー
チ

ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
で
金
賞
・
朝

日
新
聞
社
賞
を
獲
得
、
東
海
支

部
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し

た
。
演
奏
曲
は
フ
ィ
リ
ッ
プ
・

ス
パ
ー
ク
の
「
ド
ラ
ゴ
ン
の

年
」。
十
字
形
か
ら
次
々
と
隊

形
を
組
み
替
え
て
ゆ
く
迫
力
の

演
奏
を
披
露
し
、
会
場
か
ら
大

き
な
拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
十
月
二
十
三
日
に
名
古

屋
国
際
会
議
場
で
開
か
れ
た
第

六
十
四
回
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン

ク
ー
ル
に
東
海
支
部
代
表
と
し

て
三
十
九
回
目
の
出
場
を
果
た

し
、
銀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
自

由
曲
に
は
交
響
詩
「
モ
ン
タ
ニ

ャ
ー
ル
の
詩
」
を
選
び
、
顧
問

の
伊
藤
宏
樹
教
諭
の
指
揮
に
よ

り
、
ア
ル
プ
ス
の
厳
し
い
自
然

や
人
々
の
営
み
を
表
す
曲
を
壮

大
な
ス
ケ
ー
ル
で
奏
で
ま
し

た
。
演
奏
が
終
わ
る
と
同
時
に

「
ブ
ラ
ボ
ー
」
の
声
援
と
大
喝

采
が
起
こ
る
名
演
で
し
た
。

　

昨
年
に
Ｃ
Ｄ
「
ブ
ラ
バ
ン
！

名
電
」
を
発
表
し
て
話
題
を
ま

い
た
同
部
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
場

で
演
奏
機
会
が
増
え
て
い
ま

す
。
九
月
二
十
四
、二
十
五
日

に
は
名
古
屋
市
の
枇
杷
島
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
男

子
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
Ｂ

２
リ
ー
グ
「
豊
通
フ
ァ
イ
テ
ィ

ン
グ
イ
ー
グ
ル
ス
名
古
屋
」
の

開
幕
節
二
試
合
の
ハ
ー
フ
タ
イ

ム
に
出
演
、
軽
快
な
振
り
付
け

を
交
え
た
演
奏
で
ブ
ラ
バ
ン
の

魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

の
世
界
標
準
と
な
っ
て
い
る

２
０
０
ｋ
Ｖ
透
過
電
子
顕
微
鏡

で
あ
る
日
本
電
子
製
の
Ｊ
Ｅ
Ｍ

―
２
１
０
０
Ｐ
ｌｕ
ｓ
型
を
ベ

ー
ス
に
構
築
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
新
の
大
口
径
Ｘ
線
検
出
器
を

装
備
し
て
高
感
度
成
分
分
析
が

可
能
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
高

感
度
カ
メ
ラ
や
多
数
の
検
出
器

の
制
御
が
64
ビ
ッ
ト
版
Ｗ
ｉ
ｎ

ｄｏ
ｗ
ｓ
に
統
合
さ
れ
、
操
作

性
が
大
幅
に
向
上
し
て
い
る
こ

と
が
大
き
な
特
徴
で
す
。
炭
素

触
媒
、セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
微
粒
子
、

半
導
体
構
造
の
分
析
評
価
に
利

用
さ
れ
ま
す
。

　

シ
ス
テ
ム
は
光
機
能
性
薄
膜

作
成
・
評
価
室
に
設
置
さ
れ
、

見
学
会
で
は
総
研
の
澤
木
宣
彦

所
長
が
機
種
選
定
の
理
由
な
ど

を
述
べ
た
後
、
ナ
ノ
デ
バ
イ
ス

研
究
室
の
岩
田
博
之
准
教
授
が

実
機
を
用
い
て
操
作
方
法
な
ど

を
説
明
し
ま
し
た
＝
写
真
。

　
高
校
吹
奏
楽
部
が
全
日
本
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
で
金
賞

　
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
も
銀
賞
の
名
演

Ｂ２リーグのハーフタイムで
演奏する名電高吹奏楽部

　

十
八
歳
以
下
で
争
う
世
界
ジ

ュ
ニ
ア
卓
球
選
手
権
（
十
一
月

三
十
日
～
十
二
月
七
日
、
南
ア

フ
リ
カ
・
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
）
の

男
子
団
体
で
、
名
電
高
校
の
松

山
祐
季
選
手
（
三
年
）
と
木
造

勇
人
選
手
（
二
年
）
が
、
日
本

勢
と
し
て
十
一
大
会
ぶ
り
と
な

る
金
メ
ダ
ル
に
輝
き
ま
し
た
。

　

松
山
選
手
は
、
早
田
ひ
な
選

手
と
組
ん
だ
混
合
ダ
ブ
ル
ス
で

も
激
戦
と
な
っ
た
決
勝
の
末
に

銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

名
電
高
の
松
山
、
木
造
選
手
が
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
卓
球
で
団
体
Ｖ

松
山
選
手
は
混
合
ダ
ブ
ル
ス
も
銀
メ
ダ
ル

アベック優勝した男女の選手たち

決勝の１番手で先制した木造選手

優勝を決めた松山選手
（いずれも ITTF 提供）

　

十
二
月
三
日
の
男
子
団

体
決
勝
で
は
、
十
連
覇
中

の
中
国
を
準
決
勝
で
破
っ

て
い
る
韓
国
と
対
戦
し
ま

し
た
。
一
番
に
起
用
さ
れ

た
木
造
選
手
が
３
―
１

で
、
予
選
か
ら
活
躍
が
際

立
っ
た
三
番
の
松
山
選
手

も
３
―
０
で
相
手
を
下
す

な
ど
、
韓
国
に
三
連
勝
し
て
頂

点
に
。
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
完
全
制

覇
で
見
せ
た
名
電
の
勝
ち
き
る

姿
勢
を
世
界
の
舞
台
で
も
発
揮

し
ま
し
た
。

　

男
子
団
体
で
の
日
本
の
優
勝

は
、
水
谷
隼
選
手
ら
が
出
場
し

た
〇
五
年
の
リ
ン
ツ
大
会
以

来
。
今
大
会
で
は
女
子
と
と
も

に
団
体
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
を
成
し

遂
げ
る
な
ど
日
本
勢
の
活
躍
が

著
し
く
、
四
年
後
の
東
京
五
輪

に
向
け
た
新
世
代
の
台
頭
を
強

く
印
象
付
け
ま
し
た
。
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名
古
屋
電
気
学
園
愛
名
会
と

中
部
産
業
連
盟
主
催
の
講
演
会

が
十
一
月
十
四
日
、
名
古
屋
国

際
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
、
愛
名
会

会
長
で
あ
る
ト
ヨ
タ
自
動
車
の

佐
々
木
眞
一
顧
問
・
技
監
が「
ト

ヨ
タ
の
働
き
方
を
進
化
さ
せ
る

自
工
程
完
結
～
全
社
改
革
を
推

進
す
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
哲

学
～
」
と
題
し
て
約
一
時
間
の

講
演
を
し
ま
し
た
。

　

講
演
会
に
は
約
四
百
人
が
参

加
し
、
佐
々
木
会
長
、
小
川
勝

美
・
中
産
連
専
務
理
事
の
あ
い

さ
つ
の
後
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
で

一
貫
し
て
品
質
管
理
に
取
り
組

ん
で
き
た
佐
々
木
会
長
が
、
一

般
に
は
耳
慣
れ
な
い
言
葉
の

「
自
工
程
完
結
」
に
つ
い
て
、

長
年
の
実
務
経
験
を
交
え
て
解

説
し
ま
し
た
。

　
「
自
工
程
完
結
」
と
は
、
ト

ヨ
タ
自
動
車
が
二
〇
〇
七
年
に

推
進
組
織
を
設
立
し
、
全
社
で

取
り
組
ん
で
い
る
仕
事
の
進
め

方
を
指
し
ま
す
。
佐
々
木
会
長

は
「
誰
も
悪
い
こ
と
を
し
て
い

な
い
の
に
起
き
て
し
ま
う
理
不

尽
な
失
敗
を
無
く
す
た
め
」と
、

そ
の
考
え
を
生
み
出
す
に
至
っ

た
動
機
を
語
り
ま
し
た
。

　

ト
ヨ
タ
自
動
車
に
は
「
品
質

は
工
程
で
造
り
こ
む
」
と
い
う

創
業
以
来
の
伝
統
が
あ
り
ま

す
。
佐
々
木
会
長
は
「
機
械
の

加
工
精
度
に
人
間
の
感
覚
が
追

い
つ
い
て
い
た
時
代
と
異
な

り
、
工
程
の
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク

ス
化
が
進
む
中
で
、
作
業
者
の

心
が
け
と
実
際
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
が
一
致
し
な
く
な
り
、
検

査
や
選
別
に
頼
る
工
程
運
営
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と

背
景
を
説
明
し
ま
し
た
。

自
身
の
体
験
の
中
か
ら
「
ホ

イ
ー
ル
ア
ラ
イ
メ
ン
ト
の
キ
ャ

ン
バ
ー
角
の
不
具
合
」「
プ
ロ

ペ
ラ
シ
ャ
フ
ト
の
共
振
に
よ
る

こ
も
り
音
発
生
」「
英
国
拠
点
・

Ｔ
Ｍ
Ｕ
Ｋ
の
作
業
者
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
低
下
」「
堺
工
場
で

取
り
組
ん
だ
ト
ラ
ン
ク
ル
ー
ム

の
水
漏
れ
ゼ
ロ
活
動
」
を
例
に

挙
げ
、
失
敗
を
克
服
し
て
き
た

道
筋
を
解
説
。「
自
工
程
で
悪

い
物
を
造
っ
て
し
ま
っ
た
り
、

異
常
が
起
き
た
り
し
た
場
合
、

単
な
る
お
題
目
や
心
掛
け
で
な

く
、
物
理
的
、
科
学
的
、
論
理

的
に
直
ち
に
止
め
ら
れ
る
シ
ス

テ
ム
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
自

工
程
完
結
と
言
う
」
と
語
り
ま

し
た
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
ス
タ
ッ

フ
職
場
で
の
自
工
程
完
結
の
展

開
へ
と
話
を
進
め
「
産
業
の
現

場
力
は
海
外
の
一
流
企
業
と
比

べ
て
も
日
本
の
中
小
企
業
の
方

が
勝
っ
て
い
る
場
合
が
多
い

が
、そ
の
一
方
で
頭
脳
労
働
者
、

い
わ
ゆ
る
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の

生
産
性
は
低
い
と
い
わ
ざ
る
を

得
な
い
」
と
、
日
本
企
業
の
国

際
競
争
力
低
下
の
理
由
を
ホ
ワ

イ
ト
カ
ラ
ー
の
仕
事
の
進
め
方

に
求
め
ま
し
た
。

　
「
ス
タ
ッ
フ
部
門
の
仕
事
は

変
化
へ
の
対
応
で
あ
り
、
正
し

い
目
的
・
目
標
を
確
認
し
た
う

え
で
達
成
ま
で
の
最
適
プ
ロ
セ

ス
を
設
計
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
に
は
プ
ロ
セ
ス

を
要
素
作
業
の
レ
ベ
ル
ま
で
細

分
化
し
、
意
思
決
定
に
必
要
な

良
品
条
件
（
必
要
な
も
の
）
を

紐
付
け
る
必
要
が
あ
る
」
と
結

論
付
け
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
部

下
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
引
き

出
す
た
め
の
リ
ー
ダ
ー
の
役
割

の
大
切
さ
に
つ
い
て
も
説
き
ま

し
た
。　

「
ト
ヨ
タ
の
働
き
方
を
進
化
さ
せ
る
自
工
程
完
結
」

佐
々
木
眞
一
愛
名
会
会
長
（
ト
ヨ
タ
自
動
車
顧
問
・
技
監
）
が
講
演

講演する佐々木眞一会長
（トヨタ自動車顧問・技監）

　

内
田
臣
一
教
授
（
土
木
工
学

科
）
渡
辺
修
教
授
（
機
械
学
科
）

田
村
隆
善
教
授
（
経
営
学
科
）

ら
本
学
の
専
門
教
員
二
十
四
人

が
委
員
と
な
り
、
発
表
内
容
の

独
創
性
や
工
夫
な
ど
を
審
査
し

た
結
果
、
次
の
学
校
・
テ
ー
マ

が
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

【
自
然
科
学
】
愛
知
県
立
刈
谷

高
校
「
シ
ャ
ト
ル
コ
ッ
ク
の
劣

化
が
飛
行
に
も
た
ら
す
影
響
」、

愛
知
県
立
明
和
高
校
「
竹
と
ん

ぼ
の
羽
と
軸
の
バ
ラ
ン
ス
に
つ

い
て
」、
岐
阜
県
立
岐
阜
高
校

「
守
れ
！
ふ
る
さ
と
の
カ
ス
ミ

サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
Ⅷ
～
環
境
Ｄ

Ｎ
Ａ
と
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
用
い
た
新
規

生
息
地
の
発
見
～
」【
も
の
づ

く
り
】
愛
知
県
立
岡
崎
工
業
高

校
「
設
計
技
術
か
ら
学
ぶ
小
型

ガ
ラ
紡
績
機
の
製
作
」、
愛
知

工
業
大
学
名
電
高
校
「
可
動
式

太
陽
光
パ
ネ
ル
及
び
、
水
質
浄

化
シ
ス
テ
ム
の
研
究
・
開
発
」、

愛
知
県
立
瑞
陵
高
校
「
は
た
ら

け
！
ド
ロ
電
池
☆
彡
」【
社
会

科
学
・
地
域
づ
く
り
】
岐
阜
県

立
岐
山
高
校
「
カ
ワ
ニ
ナ
を
通

し
て
考
え
る
地
域
の
生
態
系
」、

名
古
屋
市
立
名
古
屋
商
業
高
校

「
学
生
が
つ
な
が
っ
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
で
作
る
新
し
い
街
づ

く
り
」、
愛
知
県
立
豊
橋
東
高

校
「
東
三
河
ジ
オ
パ
ー
ク
に
行

こ
う
」

　

本
学
が
制
定
す
る
Ａ
Ｉ
Ｔ
サ

イ
エ
ン
ス
大
賞
の
研
究
発
表
会

が
十
一
月
五
日
、
八
草
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
か
れ
ま
し
た
。
愛

知
、
岐
阜
、
三
重
、
静
岡
、
長

野
各
県
の
高
校
生
に
呼
び
掛
け

て
論
文
・
作
品
を
募
集
、
成
果

を
顕
彰
し
て
お
り
今
年
で
十
五

回
目
。
理
系
人
気
の
高
ま
り
を

受
け
て
年
々
エ
ン
ト
リ
ー
が
増

え
、今
回
は
「
自
然
科
学
」「
も

の
づ
く
り
」「
社
会
科
学
・
地

域
づ
く
り
」
の
三
部
門
を
合
わ

せ
て
延
べ
四
十
九
校
か
ら
過
去

最
多
の
五
十
八
テ
ー
マ
の
研
究

発
表
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
部
門
別
の
ス
テ
ー

ジ
発
表
が
あ
り
、
チ
ー
ム
を
組

ん
だ
生
徒
た
ち
が
一
テ
ー
マ
に

つ
き
五
分
の
持
ち
時
間
で
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
。
午
後
は
パ

ネ
ル
展
示
に
よ
る
発
表
で
、
さ

ら
に
詳
し
い
説
明
を
行
い
ま
し

た
。
パ
ネ
ル
展
示
の
会
場
で
は

高
校
生
同
士
が
質
問
し
合
っ
て

交
流
と
理
解
を
深
め
ま
し
た
。 パネル展示による発表

Ａ
Ｉ
Ｔ
サ
イ
エ
ン
ス
大
賞

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
中
国
の
若
手
研
究
者
と
交
流
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本
学
の
地
域
防
災
研
究

セ
ン
タ
ー
が
運
営
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
企
業
防
災
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
「
地
震
に
強
い

も
の
づ
く
り
地
域
の
会

（
あ
い
ぼ
う
会
）」
が
、
防
災
思

想
の
普
及
と
地
域
防
災
力
の
向

上
に
貢
献
し
た
と
し
て
、
平
成

二
十
八
年
度
防
災
功
労
者
内
閣

あいぼう会が内閣総理大臣表彰

総
理
大
臣
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

　

十
二
月
で
結
成

十
周
年
を
迎
え
た

「
あ
い
ぼ
う
会
」

は
、
日
本
有
数
の

産
業
集
積
地
域
で

あ
る
愛
知
県
の
企

業
を
中
心
に
四
十
四
団
体
が
会

員
と
な
り
、
地
元
商
工
会
議
所

や
愛
知
県
な
ど
か
ら
な
る
専
門

委
員
、ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
交
え
、

全
国
で
も
珍
し
い
産
官
学
の
連

携
活
動
に
よ
り
企
業
防
災
力
の

向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
先
立
ち
、
会
は
今
年
三
月

に
も
「
消
防
庁
第
二
十
回
防
災

ま
ち
づ
く
り
大
賞　

消
防
庁
長

官
表
彰
」
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

あ
い
ぼ
う
会
で
は
、
こ
れ
ま

で
十
年
間
の
歩
み
を
基
盤
に
、

今
年
度
も
勉
強
会
や
分
科
会
活

動
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。会
長
を
務
め
る
横
田
崇
・

地
域
防
災
研
究
セ
ン
タ
ー
長
は

「
掛
け
声
だ
け
で
は
、
企
業
同

士
や
地
域
と
の
連
携
を
は
か
る

の
は
難
し
い
。
新
た
な
テ
ー
マ

と
し
て
確
か
な
連
携
体
制
づ
く

り
を
掲
げ
、い
ざ
被
災
し
た
際
、

人
も
地
域
も
企
業
も
生
き
抜
い

て
い
け
る
地
域
と
企
業
の
防
災

力
向
上
の
研
究
を
進
め
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
中
国
の
若
手
研
究
者
と
交
流

中
国
・
南
京
工
程
学
院
で
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
動
力
を
研
究
す
る

若
手
教
員
と
大
学
院
生
た
ち
が

十
一
月
六
～
十
三
日
の
日
程
で

来
日
し
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
利
用
を
テ
ー
マ
に
愛
知
工

業
大
学
と
交
流
し
ま
し
た
。

一
行
は
、
同
学
院
ク
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
所
長
の
譚
文

軼
教
授
ら
九
人
。
大
気
汚
染
が

進
み
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

の
転
換
が
急
が
れ
る
中
国
の
現

状
を
踏
ま
え
て
本
学
電
気
学
科

と
の
科
学
技
術
交
流
を
希
望

し
、
教
え
子
を
通
じ
て
要
請
を

受
け
た
本
学
経
営
学
部
経
営
学

科
の
小
田
哲
久
教
授
が
電
気
学

科
の
協
力
を
得
て
国
立
研
究
開

発
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構

（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
の
「
日
本
・
ア
ジ

ア
青
少
年
サ
イ
エ
ン
ス
交
流
事

業
（
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ラ

ン
）」
の
支
援
を
申
請
、
来
日

が
実
現
し
た
も
の
で
す
。

十
日
は
八
草
キ
ャ
ン
パ
ス
新

二
号
館
で
「
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
催

し
、
本
学
電
気
学
科
か
ら
は
森

竜
雄
教
授
、
雪
田
和
人
教
授
ら

が
参
加
し
ま
し
た
。
午
前
は
双

方
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が

あ
り
、
午
後
は
京
都
大
学
大
学

院
エ
ネ
ル
ギ
ー
科
学
研
究
科
の

佐
川
尚
教
授
の
招
待
講
演
「
ク

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
の
将

来
像
」
を
行
っ
た
後
、
総
合
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
活
発
に
意

見
交
換
し
ま
し
た
。

滞
在
中
、
一
行
は
本
山
、
自

由
ヶ
丘
両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
も
学

部
横
断
的
な
交
流
を
行
っ
た
ほ

か
、
本
学
の
エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー

セ
ン
タ
ー
、総
合
技
術
研
究
所
、

地
域
防
災
研
究
セ
ン
タ
ー
、
耐

震
実
験
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
見
学

し
、
学
内
研
究
者
と
の
フ
リ
ー

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
意
欲
的

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

表彰状を手にする横田崇 ・
地域防災研究センター長

京大大学院の佐川尚教授 （左端） を招いて開いたシンポジウム

村
選
手
は
、
後
輩
の
卓
球
部
員

や
教
職
員
ら
百
人
の
拍
手
に
迎

え
ら
れ
ま
し
た
。
花
束
を
贈
ら

れ
、後
藤
泰
之
理
事
長
か
ら「
東

京
五
輪
で
さ
ら
に
一
つ
上
の
メ

ダ
ル
を
」、
辻
本
昌
孝
・
ク
ラ

ブ
活
動
後
援
会
副
会
長
か
ら

「
活
躍
す
る
姿
を
後
輩
に
見
せ

続
け
て
」
と
、
祝
福
と
激
励
の

挨
拶
を
受
け
ま
し
た
。

　
「
子
供
の
こ
ろ
か
ら
の
夢
を

か
な
え
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
」

と
、
卒
業
か
ら
半
年
ぶ
り
の
母

校
で
切
り
出
し
た
吉
村
選
手
は

「
五
輪
の
試
合
会
場
に
立
っ
た

　

リ
オ
五
輪
卓
球
男
子
団
体
で

銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
卒
業
生

で
名
古
屋
ダ
イ
ハ
ツ
所
属
の
吉

村
真
晴
選
手
（
本
年
三
月
経
営

学
部
卒
業
）
が
九
月
十
五
日
に

八
草
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ
、
快

挙
の
報
告
を
し
ま
し
た
。

　

銀
メ
ダ
ル
を
首
に
掛
け
た
吉

瞬
間
『
目
指
し
て
き
た
場
所
が

こ
こ
で
良
か
っ
た
』
と
幸
福
を

感
じ
ま
し
た
」
と
率
直
な
感
想

を
披
露
。「
や
り
た
い
こ
と
を

貫
い
て
こ
ら
れ
て
本
当
に
幸
せ

者
だ
と
思
う
一
方
、
今
の
結
果

に
満
足
し
て
い
な
い
自
分
が
い

ま
す
。四
年
後
の
東
京
五
輪
で
、

さ
ら
に
高
い
壁
を
乗
り
越
え
ま

す
」
と
力
強
く
誓
い
ま
し
た
。

　

九
月
一
日
に
交
際
相
手
の
女

性
と
入
籍
し
た
吉
村
選
手
は
、

会
場
か
ら
の
質
問
に
答
え
「
支

え
ら
れ
、
支
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
相
手
が
で
き
た
こ
と
を
自

分
の
パ
ワ
ー
に
し
て
い
ま
す
」

と
笑
顔
で
報
告
し
ま
し
た
。

吉
村
真
晴
選
手
が
銀
メ
ダ
ル
を
報
告

活躍を誓う吉村真晴選手
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に
名
電
高
の
社
会
科
教
諭
と
な

り
、
翌
五
十
三
年
四
月
に
相
撲

部
監
督
に
就
任
し
ま
し
た
。
部

活
動
以
上
に
生
活
態
度
や
学
習

を
重
ん
じ
る
指
導
を
行
い
、
同

部
を
全
国
高
校
総
体
（
今
年
で

三
十
二
年
連
続
三
十
六
回
目
の

出
場
）
の
上
位
入
賞
常
連
に
鍛

え
ま
し
た
。

　

通
夜
は
十
月
三
日
、
告
別
式

は
十
月
四
日
、
名
古
屋
市
内
で

営
ま
れ
、
学
園
や
相
撲
競
技
の

関
係
者
、
岩
手
国
体
の
試
合
を

終
え
た
相
撲
部
員
な
ど
の
教
え

子
ら
多
数
が
参
列
し
ま
し
た
。

　

愛
工
大
名
電
高
校
の
相
撲
部

監
督
を
長
く
務
め
、
大
相
撲
の

元
幕
内
朝
乃
若（
現
若
松
親
方
）

や
元
幕
内
武
雄
山
（
現
山
分
親

方
）
ら
を
育
て
た
同
校
社
会
科

教
諭
の
澤
田
勉
先
生
が
十
月
一

日
死
去
し
ま
し
た
。
六
十
三
歳

で
し
た
。
十
月
一
日
開
幕
し
た

岩
手
国
体
に
相
撲
部
を
率
い
て

出
場
し
、
通
算
三
十
回
以
上
出

場
の
表
彰
を
受
け
る
な
ど
し
ま

し
た
が
、
岩
手
県
花
巻
市
内
で

体
調
不
良
を
訴
え
て
帰
ら
ぬ
人

と
な
り
ま
し
た
。

　

澤
田
先
生
は
昭
和
五
十
二
年

名
電
高
校
社
会
科
教
諭
・
相
撲
部
監
督
の
澤
田
勉
先
生
が
死
去

学
園
と
全
設
置
校
挙
げ
て
防
災
訓
練　

　

専
門
学
校
情
報
工
学
科

Ｄ
Ｔ
Ｐ
・
Ｗ
ｅ
ｂ
デ
ザ
イ

ン
コ
ー
ス
の
二
年
生
二
人

が
豊
田
市
民
美
術
展
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
の
部

で
豊
田
市
長
賞
と
豊
田
市

教
育
委
員
会
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。
作
品
は
い
ず
れ
も
ポ

ス
タ
ー
で
、
豊
田
市
長
賞
に
木

戸
亮
太
さ
ん
の
「
刈
谷 

万
燈

祭
」
＝
写
真
㊨
、
豊
田
市
教
育

委
員
会
賞
に
荒
武
彩
音
さ
ん
の

「
大
須
花
魁
道
中
」
＝
同
㊧
＝

が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

木
戸
さ
ん
は
昨
年
の
審
査
員

特
別
賞
に
続
き
二
度
目
の
受
賞

で
す
。「
万
燈
」
は
、
竹
と
和

紙
で
歌
舞
伎
絵
や
武
者
を
か
た

ど
っ
た
張
子
人
形
を
色
鮮
や
か

に
彩
色
し
た
も
の
。「
若
衆
が

一
人
で
万
燈
を
担
ぎ
、
お
囃
子

に
合
わ
せ
て
舞
う
祭
り
の
迫
力

を
表
現
し
ま
し
た
。
受
賞
は
制

作
の
励
み
に
な
り
ま
す
」
と
喜

び
を
話
し
て
い
ま
す
。

豊田市民美術展で市長賞と市教育委員会賞を受賞

　

経
営
学
科
経
営
情
報
シ
ス

テ
ム
専
攻
の
Ｉ
Ｔ
経
営
研
究

室
（
石
井
成
美
教
授
）
で
学
ぶ

学
生
た
ち
十
八
人
が
十
二
月
二

日
、
名
古
屋
商
業
高
校
の
生
徒

と
力
を
合
わ
せ
、
キ
ャ
ン
パ
ス

自
由
ヶ
丘
で
「
花
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
始
動

　

学
園
と
全
設
置
校
を
挙
げ
て

の
防
災
訓
練
が
今
年
も
十
一
月

二
日
、
教
職
員
と
学
生
・
生
徒

の
総
勢
約
五
千
八
百
人
が
参
加

し
て
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
は
午
前
十
一
時
四
十
四

分
五
十
五
秒
、
紀
伊
半
島
沖
を

震
源
と
す
る
Ｍ
８
・
５

の
東
海
・
東
南
海
連
動

型
巨
大
地
震
が
発
生
し

た
と
の
想
定
で
始
ま
り

ま
し
た
。
緊
急
地
震
速

報
の
サ
イ
レ
ン
と
と
も

に
「
地
震
が
来
ま
す
」

の
放
送
が
各
設
置
校
に

流
れ
、
授
業
中
の
学
生

や
生
徒
た
ち
は
机
の
下
に
隠
れ

る
な
ど
し
た
後
、
一
斉
に
避
難

先
に
向
か
い
ま
し
た
。

　

八
草
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
五
号

館
実
験
棟
が
崩
落
、
同
棟
南
側

が
一
部
通
行
困
難
と
の
想
定

で
、
担
当
者
ら
が
救
護
活
動
な

グラウンドに避難した生徒 （高校）

消火訓練 （八草キャンパス）
店舗前に花を運ぶ学生たち

が
あ
る
自
由
ヶ
丘
地
区
を

花
で
彩
る
「
花
ま
ち
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

　

本
学
と
同
高
が
連
携
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
地

域
共
創
活
動
の
一
環
で
、

黄
、
白
、
紫
な
ど
色
と
り

ど
り
の
ビ
オ
ラ
の
花
が
咲
い
た

計
八
十
個
の
プ
ラ
ン
タ
ー
を
用

意
。
プ
ラ
ン
タ
ー
の
上
部
（
花

の
背
後
）に
は
、地
元
の
自
由
ヶ

丘
小
学
校
児
童
が
思
い
思
い
に

描
い
た
絵
を
飾
り
ま
し
た
。

　

地
元
商
店
街
「
自
由
ヶ
丘
プ

ラ
ザ
」
の
各
店
舗
前
に
プ
ラ
ン

タ
ー
を
運
び
、
お
店
の
人
に
水

や
り
の
管
理
を
お
願
い
し
ま
し

た
。
今
後
も
季
節
に
応
じ
て
花

の
配
布
を
続
け
る
予
定
と
い

い
、
作
業
を
終
え
た
学
生
た
ち

は
「
街
の
統
一
し
た
イ
メ
ー
ジ

作
り
に
協
力
し
た
い
」
と
満
足

そ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
「
自
由
ヶ
丘
の
お

店
や
商
品
を
知
っ
て
も
ら
お

う
」
と
、
同
高
の
生
徒
た
ち

十
六
人
も
参
加
し
て
自
分
た
ち

が
企
画
し
た
シ
ョ
ッ
プ
イ
ベ
ン

ト
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

ど
被
害
拡
大
の
防
止
に
努
め
ま

し
た
。
避
難
場
所
の
サ
ッ
カ
ー

場
で
は
学
生
が
消
火
訓
練
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
設
置
校
の
名

電
高
校
、
附
属
中
学
校
、
専
門

学
校
で
も
同
時
刻
に
連
動
し
て

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。




